
 

 

 

 

坂井市補助金等合理化委員会の提言書について 

 

１．経緯について 

今回が第２期となる坂井市補助金等合理化委員会においては、平成２７年８月１２

日の諮問以来、坂井市における現行補助金の検証と今後の方向性について、平成２

７年度は団体補助金、平成２８年度は制度補助金を対象として、２年間にわたる審査

と検討を重ねていただきました。 

その成果である本提言書は、一連の検証作業において浮き彫りとなった課題につ

いて指摘し、委員皆様の協議に基づき委員会として示していただいた、今後の補助

金等の方向性や制度のあり方についてまとめたものとなっています。 

 

２．坂井市補助金等合理化に関する提言書 

【坂井市補助金等合理化委員会委員】 

委 員 長   井上武史：学識経験者（福井県立大学地域経済研究所准教授） 

副委員長   川村一司：学識経験者（弁護士） 

委    員   小玉隆一（市民代表） 

〃      島田敏夫  〃 

〃      上田雄二  〃 

〃      本家明美  〃 

 

【会議開催状況】 

諮 問 平成２７年８月１２日 

会 議 平成２７年８月１２日～平成２９年１月２３日まで 計１２回 

答 申 平成２９年２月３日 
 

 

 

資料４ 



 

【提言の概要】 

検証のために抽出した団体補助金１７件、制度補助金１５件についての個別の検

証作業を進める中で、坂井市の補助金制度全体にわたる課題についても指摘いた

だき、坂井市の補助金制度等に対する総合的な意見として、提言をいただきました。 

 

「坂井市の補助金制度に関する提言」（提言書 10～11 頁） 

 

（１）補助金の目的を常に念頭に置いた検証を 

     

（２）団体補助金について、運営の効率化を 

 

（３）補助率を１／２以上とする場合は、十分な説明と検証を 

 

（４）交付基準内の補助率であっても、合理化の継続的取り組みを 

 

（５）事業・予算規模が大きな団体への補助について、容易に検証できる仕組みを 

 

（６）内部検証に基づく見直しの徹底と外部検証の実施を 

 

３．今後の予定について 

坂井市補助金等合理化委員会からの提言に基づき、平成２９年度においてすべて

の補助金について内部検証作業を行います。その結果見直しが必要と判断される補

助金については、補助事業者等との調整を行い、平成３０年度予算に反映していく予

定です。 

 




















































